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データ活用文化醸成マップ

ステップごとの課題

仕組み
課題主導者 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5 ステップ6

ビジョン・バリュー・ミッションに
データの重要度・活用の方向性を定義
する

目標管理として組織や個人のミッショ
ンに組み込む

推進部門に業務部門とデータ準備部門
を繋ぐ役割を定義する

業務部門の責任者に、担当者
が学ぶ・実践するための時間
の確保を要請する

課題が発生した場合、すぐに解消でき
るような環境が整っている

組織責任者から社員にデータの重要
度・活用の方向性を発信・共有する

データ利活用が浸透するまで
にどれほど期間がかかるか目
処がついている

データ活用ミッションを設定した推進
部門を定義する

デジタルトランスフォーメーションと
自社のデータ活用の関係性を整理する

データ活用の意味・概念を共有する 成功体験を積み、データ活用の効果を
実感させる

データ活用に関する相談受付ができる
体制を準備する

データ利活用をおこなう優先
部門（トップランナー）を決
める

業務部門の活動が開始・継続できてい
るか確認・フォローする

自社のデータ活用のありたい姿（ゴー
ル）を明確にする

対して基礎的なデータ活用、データ分
析の知識をインプットする

取り組みを会社・組織・個人として評
価・承認される仕組みを設ける

推進部門に対する業務部門からの信頼
性を高める

対象事業部門の拡大の範囲お
よび展開に向けたタスクを整
理する

データ利活用の浸透状況が一目でわか
る

ノウハウをナレッジとして全社に共有
できる仕組みを設ける

データ活用に係る業務部門の課題設
定・仮説設定をおこなう

業務部門の責任者に、担当者
が学ぶ・実践するための時間
の確保を要請する

データ利活用によってある程度の成果
が得られている

成果をナレッジとして全社に共有でき
る仕組みを設ける

データ活用の課題・仮説の検証を進め
るために必要なアクション・担当を決
める

推進部門のKPIを設定する（利
活用部門数など）

課題が発生した場合、すぐに解消でき
るような環境が整っている

推進部門における目標管理として組織
や個人のミッションに組み込む

全社的に必要なデータの提供をデータ
準備部門に依頼する

推進部門、業務部門、データ準備部門
で必要な支援内容を決める

業務部門

課題主導者 ステップ7 最終ステップ

目指したい状態を会社（各現場）とし
て具体的に想定する

迅速な意思決定が行える体制にする

推進部門・業務部門・個人とのコミュ
ニケーションを活発化させる場を設け
る

変化をいち早く把握し、最適な手段を
実行することができる

知識や経験や悩みを共有できる社内コ
ミュニティを運営する

顧客が何を求めているのかを把握する

最新の情報やトレンドを発信・共有す
る環境を作る

生産性や収益率の向上への寄与度が計
測できている

各業務部門の活用成果・準備データの
状況を集約している

業務部門 変化をいち早く把握し、最適な手を実
行できることができる

組織責任者

推進部門

組織責任者

推進部門
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データ活用文化醸成マップ

ステップごとの課題

データ準備
課題主導者 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5 最終ステップ

必要となるデータの収集範囲が不明確
&実際の収集方法を明確にする

情報の電子化(人的作業・OCR等)の予
算を確保する

データ加工ツール(ETL等)を導入する 自動化するツールを導入する

情報の電子化(人的作業・OCR等)に必
要な人手を確保する

必要となるデータの収集範囲が不明確
&実際の収集方法を明確にする

データの管理体制を決める 情報の電子化（人的作業・OCR読み取
り等）するルールを明確化する

データ加工ツールの使用方法をIT部門
内で教育する

ツールの運用体制を確保する データの統合およびデータの品質管理
を行う

データのセキュリティに関する整備を
検討する

電子化における省力化をおこなう
（RPAツールの導入・教育等）

データ加工・管理で扱うデータ量の検
討する

ツールの使用方法をIT部門内
で教育する

データカタログを整備する

収集してきたデータの出所を定義する データのバックアップおよびセキュリ
ティに関して検討する

データ利用の規約を作成する データ品質の向上について評
価基準を明確化する

データカタログ活用の前準備としての
データ登録手段を検討する（ラベル）

電子化したデータの品質確保を行う
(作業品質、スキャン品質など）

データのストレージを管理する

業務部門 必要となるデータの収集範囲が不明確
&実際の収集方法を明確にする

データのセキュリティに関する整備を
検討する

データのバックアップおよびセキュリ
ティに関して検討する（IT部門と連
携）

業務部門として必要となるデータの形
式や条件を明示する

データ品質の向上について評
価基準を明確化する

データ活用
課題主導者 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5 最終ステップ

推進部門 必要なスキルの選定をする
漠然とした目的とゴールを設定する 自己成長の目標を各担当者に

設定させる

自己成長の目標を達成するた
めに必要なサポートを提供す
る

自己成長の目標を達成したこ
とを評価する

業務部門（推進者） 教育スケジュールを策定する 業務部門における最終ステップに向け
たロードマップを作成する

評価担当者を設定する 定期的にアンケートを取り、
社員の満足度調査をする

次の対象業務を選定する

業務部門（分析者） 推進者が選定したデータ分析スキルを
習得する

期待される効果を数値化する

業務知識を習得する（他の人に説明で
きる、業務分析・改善の検討ができ
る）

行動計画を明確にする 所属部門のメンバーで評価基準の認識
を統一する

ステップ3で出た評価基準に対する評価
を実施する

自己成長の目標を達成したこ
とを評価する
※自分で評価

業務活用するプロセスに導入できてい
る

行動計画に対するタスクの対応者・役
割を明確にする

データ分析を業務で活用しており、
PDCAを構築できている

業務部門（上役）

業務部門（業務実施者）

組織責任者

IT部門
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